開門！元目口 (磯田道史のちょっと家康(いえやす)み : 第6話) by 磯田 道史
開門！元目口　　
家康公は三方ヶ原の戦いで大
敗した時、 夕闇にまぎれて浜松城へ馬で逃げ帰りました。 この時のことを家康公は後にこう回想したそうです。 「わしが三方ヶ原から逃げ帰った時、 （お供は）ようよう七人ほどしかいなかった。 それも野原の中を走って逃げた」 （ 「
寛かんげんききがき
元聞書
」 ） 。 途中までは、
六、 七十人の家臣がい のですが、次々に脱落して、 浜松城に着く頃にはお供は七人だけになっていました。 家康公の逃げ足が速 ったのと、 敵の追撃が厳しかったせいです。　
家康公は無事に浜松城の西門に




には 「 （家康公は） 三方ヶ原を退き（浜松城の） 西の門よりは入られ






の様子が書かれています。 家康の家臣が 「開けてくれ。 殿のお帰りである！」 と叫んだのですが、 門番の返答は、 なん 、 こう した。 「そんな小人数で殿 （家康様） が帰ってくるはずがない。 お前ら偽物だろ
う） 」 。 そういって門番が門内に入れてくれなかったのです。 家臣が 「いや （本物の） 家康様だ」 と大声を張り上げ、 門番は、 家康公の顔を何度も確かめてようやく門を開いたといいます。　
しかし、 この後の家康公が偉い。



























みかたがはら か っ せ ん り っ た い え ま き
方ヶ原合戦立体絵巻」が犀ヶ崖資料館に
美術館で先行公開し、好
評だった（情景ジオラマ
作家）山田卓司さん制作
の作品を、犀ヶ崖資料館
で公開します。
期間 ４月１日㈬
 ～７月下旬（予定）
1213
2015年3月号
は、浜松市ホームページ市 は、検索エンジンから検索してください。
